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５月２２日、わかやま環境ネットワークの第７回通常

総会を開催しました。

総会では、前岡事務局長の昨年度総括、収支決算報告

に続き、重栖代表が今年度方針を提案しました。

重栖代表は、新年度方針について「今年度は、国内で

は、新政権のもと掲げられた2020年までの温暖化ガス25

％削減目標の達成に向けて具体策（中長期計画）の議論

が本格化します。また、前年ＣＯＰ１５で不調に終わっ

た、京都議定書第一約束期間後（2013年～）の温室効果

ガス削減をめぐる世界の枠組み交渉が正念場を迎えます。

地球環境に関する人々の関心は高まっているとはいいな

がら、これらを巡る政策的論議は低調で、前年ＣＯＰ１

５で見せた盛り上がりは潮が引いたようにも感じられま

す。私たちは、気候変動の“ポイント・オブ・ノー・リ

ターン”（引き返せない地点）越えを阻止するために、

倦むことなく、楽観も悲観も排して、地域における温暖

化防止の声を着実に広げ、低炭素社会構築への歩みを進

めていかなければなりません。また、本年は、１０月に

名古屋で生物多様性に関するＣＯＰ１０が開催されるこ

とから、自然と生態系に関する関心も高まると予想され、

これを機に、自然と共生する持続可能な社会を構築する

歩みを県内においても強めていく必要があります。一方、

当会は、設立以来５年間にわたって、温暖化防止をはじ

めとする環境の運動で、様々な主体と連携を重ね、県内

最大の環境団体、また県内唯一の環境ネットワーク組織

として、市民の間で一定の評価を受けるに至っています

が、会の勢力の伸び悩みなど、克服すべき課題も多くあ

ります。」と報告。

具体的とりくみとして、県内で環境に関してとりくん

でいる団体（ＮＰＯ、自治体、自治会、地域協議会、学

校、企業）が一堂に会し、交流する「環境フォーラム２

０１０」を１１月２７日（土）に片男波公園（和歌山市）

で開催することを提案し決定されました。また、９月25

日（土）には田辺市紀南文化会館で「紀南から環境を考

える」をテーマに「環境フォーラムin紀南」を開催する

こと、新事業として「うちエ

コ診断事業」「エコチャレン

ジ事業」にとりくむことも決

定しました。（新年度の具体

的方針については別紙参照）

なお、総会後、温暖化防止

地域連携セミナーを開催し、

龍谷大学博士研究員の平岡俊一氏より「温暖化対策にお

ける地域資源の活用」と題し講演をいただきました。

新年度方針を提案する重栖代表

講演する平岡氏

フォーラム会場となる片男波公園 健康館 環境フォーラム2005の様子



エネルギー白書に見るトリックの構造

昨年８月末の政権交代で誕生した鳩山首相は、就任

直後に出席した国連の会議で高らかに温暖化ガス２５

％削減の中期目標を発表、世界から大喝采を浴びたが

「今は昔」だ。鳩山さんはもうその地位にはなく、喝

采を浴びた鳩山ビジョンを国内対策で裏付ける「地球

温暖化対策基本法案」は国会閉会で６月１６日、あえ

なく廃案となった。

その前日の１５日にはエネルギー白書が閣議決定さ

れている。「エネルギー権益確保」と称し、途上国の

動きに警鐘を乱打して油田の囲い込みや原発推進を説

く一方、再生可能エネルギーの普及については、「首

位ドイツの９％、フランス・イタリア・スペインの７

％に次ぎ日本は６％で、主要各国に比べ遜色ない」と

さりげなく記述している。

ん～？なのだ。経団連の宣伝に騙されている人はた

しかに多いが、地球温暖化問題をある程度学んだ者に

とり、日本の再生可能エネルギー普及状況が先進国中

最低クラスというのは一般常識の部類だ。いったいど

んな手品でこんな数値をたたき出したのか？ …と思っ

て早速調べてみた結論は、「やはり…」と、腹が立つ

やら呆れるやら。

予想した通り日本の「６％」の正体、約３．６％が

大型水力、同０．６％がゴミ発電や熱利用だった。太

陽光や風力など今温暖化対策の文脈で普通にいう再生

可能エネルギーは残る１．８％に過ぎない。同じ計算

でドイツの場合は、９％のうち大型水力など１．３％

を引いても７．７％が残り、この４

分の１にも満たない日本の後進ぶり

が浮き彫りになる。

「大型水力発電も温暖化ガス削減

に貢献するのでは？」とのご意見が

あるかもしれない。さよう貢献する。ということで大

型水力を勘定に入れるなら、電気の全てを水力で得て

いるパラグアイやノルウエー、７割のブラジルや６割

のカナダがなぜ「うまい具合」に比較対象の国から外

れているのか。電気の100％が地熱のアイスランドな

んてのもあるぞ。

白書の記述は意図して「日本は再生可能エネルギー

先進国」との誤解を広げ、原発と石炭火力に固執する

現状を肯定させる巧妙な世論操作にほかならない。ウ

ソというわけではないが、データを姑息に恣意的に組

み合わせて国民を欺くトリックなのだ。こんなのに国

費が使われて事業仕分けもされず、閣議はすんなり通

り、メディアは何も言わない。

要するにこれは、鳩山前首相の２５％宣言に驚いた

経済界とその意向を受け

た官僚組織の反撃なのだ

ろう。彼らは旧世界の利

権を失うことを恐れる余

り、低炭素革命後の新し

い世界が見えていない。

彼らの目を覚まさせる論

理と強さを、市民は持た

ねばならない。（重栖）

環
境時事刻々

２

第９回わかやま環境大賞に「株式会社串本海中公園セ

ンター」が選ばれました。

６月７日（月）に和歌山市の県民文化会館で表彰式が

おこなわれ、同センターが「長年にわたるマリンスクー

ルや自然体験プログラムなどにおいて、和歌山県の自然

のすばらしさを全国に情報発信するとともに、オニヒト

デの駆除で本県の環境保全に寄与」したことを評価され、

今回の受賞に至りました。

串本海中公園セン

ターでは、水族館飼

育、磯観察、ダイビ

ング、スノーケリン

グなど体験プログラ

ムを実施しています。

また、2005年11月に

串本海中公園を含む

串本沿岸海域がラム

サール条約に登録

されていますが、

サンゴ保全活動、

海洋生物調査など

海を守るためのさ

まざまな活動を行っ

ています。

「わかやま環境

賞」には、小水力

発電施設などの研究開発を実施している「ＮＰＯ紀州え

こなびと」、紀の川市の「江川中ホタルを守る会」、清

掃活動を通じて環境保全に寄与した「那智川を守る会」

と「和歌山市立西脇中学校」、リサイクル運動とシステ

ム構築をすすめた「田辺市立田辺第三小学校」が受賞し

ました。また、「特別賞」には、和歌山市の大平喜代さ

ん、有限会社クスベ産業、株式会社小森組がそれぞれ受

賞しました。（写真は串本海中公園センターＨＰより）

3.6％（大型水力）

0.6％（ゴミ発電・熱利用）

1.8％（太陽光・風力など）



「産消提携」の会、８月に設立へ
地産地消や旬産旬消という

言葉が耳慣れてきた昨今です

が、産消提携は「生産者と消

費者が直接連携して、顔の見

える関係の中で農産物のやり

とりをしていくこと」です。

私たちの会は、ふるさと和

歌山の自然と調和して営まれ

る農とその恵みが取り持つ縁

を大切に育て、これに基づく

新たな人間の共同体を築き上げることを目的としています。

そして、この目的を達成するための学習会や親睦会、援農

などに参加することと、これらの取組みに必要な一切を分

担し協働で行うことを申し合わせとして、これを支持し、

一定の会費を納入し、条件が許す限り積極的に参加する意

志のある人によって構成されます。

今始まったばかりのこの小さな輪は、春たけなわの今年

４月２１日に１回目の相談会を開き、以来４回の集まりで

は、毎回試験的に農産物の

頒布会も行ってきました。

そして、来る８月２日、設

立のつどいを開催すること

になりました。現在、地域

の仲間を募っています。

（チラシ⇒）食・農・循環

型社会などにご関心のある

方は、ぜひ私たちの集まり

を覗きにきてください。

【名前はまだない提携の会 事務局】

NPO和歌山有機認証協会 TEL：073-421-6545

【頒布会日程】

7/6、7/20、8/24、9/7

３

エコライフ促進事業では、この間、小学校や高校などで

出前授業を展開しています。スタッフの植松さんに、和佐

小学校の授業の様子について報告をいただきました。

想像以上の関心を示してくれた子どもたち

６月１１日、湿度、気温共に目眩をもよおすような気候の

中、私達は和佐小学校へと赴いた。４年生を対象とした学

習会の依頼である。相手が子供ということで「講義」では

なく「体験」を軸に催そうというのが私達の決意だ。子供

に慣れていない私達には不安という言葉が重く伸し掛かり、

責任感だけが付きまとう。しかし、時間の流れは残酷で予

定の時間は直ぐに訪れる。呑み込まれそうな重圧に抗いな

がら会場の扉を開けた私達に向かって大音声が飛んできた。

「こんにちは！」。子供の声だ。

まだ開始までには幾らかあるが、

先に到着して待っていたらしい。

そのたった一言の挨拶で私たち

の緊張も解きほぐれ、その後続々

と入館してくる児童も満面の笑

みで迎えることが出来た。学習

会も、最初に行った水の浄化実験では感嘆の声を上げつつ

も目を皿の様にして見入り、想像以上の関心を示してくれ

た。和っ人くん（自転車型発電機）には行列が出来る程の

盛況ぶりだったが、皆、統率が出来ており順序を守り楽し

んでくれた。ゴミ分別に関しても知識が豊富で殆どの児童

がＰＥＴボトルの正式分別を理解していた。５・６限を使

用した学習会は双方向間に満足のいくものとして終了した。

私達は汗と埃にまみれなが

らも今回の成功を胸に、地

域住民の環境意識向上の為

の活動を更に展開していく

ことを誓い合い、和佐小学

校を後にした。（植松祐太）

和佐小学校での出前授業 東高校でのワークショ ップ

「海域教室」での展示



梅雨に入り、ジメジメと蒸し暑い日が続いていますが、

ご機嫌いかがでしょうか。

いよいよ「環境フォーラム２０１０」の成功へ向け活動

開始です。会員皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

● メルマガＷＥＮＥＴ発行中。

―― 受信ご希望の方は事務局にご連絡ください。

● 今年度は推進員養成研修は行いませんが、お近くに

「推進員になりたい」という方がいらっしゃれば、事務

局にご連絡ください。
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センターの新事業「うちエコ診断」で

診断員・相談員を募集!
家庭のＣＯ２排出削減を目指して、希望する家庭に対し

て診断と提案を行う「うちエコ診断員」と「うちエコ相談

員」を、和歌山県地球温暖化防止活動推進員の皆様から募

集します。全国共通の「うちエコ診断ソフト」を使って、

実効性のあるプランを提示することができます。詳しくは、

「うちエコ診断員・相談員募集要項」をご覧下さい。

診断員・相談員募集要項・申込用紙
センターのホームページからダウンロードできます。

申込先 和歌山県地球温暖化防止活動推進センター

電話 ０７３－４３２－０２３４

申込締切日 ： 2010年7月15日

７月２日（金） 大阪フェニックス見学会（要申込）

７月14日（水） 環境フォーラム2010実行委員会

７月21日（水） 定例学習会（水問題）於：和歌山市ボラサロ

７月24日（土） 「うちエコ」診断員研修①（和歌山市）

７月25日（日） 同上②（和歌山市）

７月29日（木） オフセットクレジット（Ｊ－ＶER)勉強会

（於：県立図書館２Ｆ～別紙参照）

７月31日（土） 「うちエコ」診断員研修①（田辺市）

８月１日（日） 同上②（田辺市）

８月11日（水） 定例運営委員会

８月21日（土） 自然公園シンポ （主催：県、於：紀南文化会館

■事務局の盆休みは８月１３日～１７日です。この間、事務

所は閉鎖いたしますので、よろしくお願い致します。

当面の日程・催し物等

うちエコ診断ソフトの一画面。電気使用量な
どのデータを入力するとグラフになって結果
が表示されます。診断活動は、診断を受ける
方といっしょに画面を見て、対話をしながら
進めていきます。


